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タノールに十分な耐性を示す 16株（好気菌株 10株、嫌気菌株 6株）を新たに単離することに成
功した。系統進化的解析から、これら新規分離株は従来のブタノール耐性菌とは異なる系統に属
しており、且つ系統分類学的にいかなる既存菌株とも異なる新種であることが明らかとなった。
特に、そのうちの 3株は分子進化マーカーである 16S rRNA遺伝子配列の相同率が 94%以下と低
く、少なくとも新属とすべきものであることが示された。 
 高温メタン発酵槽より分離された絶対嫌気性菌株である GK12 株は、系統進化的解析により
Firmicutes門の Erysipelotrichaceae科に属することが示されたが、最近縁の既存株との 16S rRNA
遺伝子配列の相同率は91.8％と極めて低かった。類縁菌種との間にGC含量や細胞膜脂肪酸構成、
ペプチドグリカンのアミノ酸構成などに明確な差違が確認され、且つ糖などの基質資化性や酵素
活性プロファイルにも明瞭な相違点が見られたことから、GK12 株を Erysipelotrichaceae 科に属
する新属新種として Catenisphaera adipataccumulansと命名した。 








































 平成 27年 9月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
